
★重点 包括的な総合支援体制の整備 

支援を必要とする子どもから高齢者までの住民が抱える多様で複合的な地域生活

課題について、分野を超えて住民や教育・福祉関係者による①把握及び②関係機関

との連携等による解決を目指す。 

 

〈富田版子どもの居場所づくりイメージ図〉   「地域・家庭・学校・行政・大学・企業と協力しながら ‟ただいま～‟と言える子どもたちの居場所をつくる」 2018  

 Ｗｈｙ きっかけ 

 2017 年 3 月 11 日（土）→2017 年度 ●子どもの居場所づくり実践報告 

 制度化への種まき（立ち上げ講演会）  ●次の 5 か年の構想・2018 年度の方向性 

 子ども食堂・夕刻を支える場始動 ※「我がごと・丸ごと 地域共生型社会」を見据え 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校や家庭とも協力 

しながら存在する「第三の居場所」 

〇ケース発見 

地域全体の 

拡大家族 

地域の包摂型ネットワーク 

2018 年 1 月 05 日作成→3 月 09 日改訂  

（一社）タウンスペースＷＡＫＷＡＫ  

事務局長 岡本工介 

 2018年 3 月 10日（土） 

地域福祉ラウンドテーブル 

報告と次の方向性 

富田ただいま食堂 

夕刻を支える場（ケア付き食堂） 

 

〇一緒に食卓を囲むことを通じてつくられた信

頼関係をもとに、家族のこと、学校のこと、進

路のことといった子どもの生活課題への対応を

目指す。 

✔ 課題対応型（ケース対応型） 

✓ 子ども 少人数  ※登録制 

  <小学生～中学生> 

大人 一定の専門性、少人数 

✓ 毎週 1 回（水）17 時半～19 時開催 

✓ せまく濃く 

✓ こども 300 円・おとな 500 円 

（主な財源：助成金収入＆ご寄付） 

✓ 実施主体：タウンスペースＷＡＫＷＡＫ 

  後援：高槻市社会福祉協議会 

連携：幼・保・学校+青少年交流Ｃ 

   

 

 

〇対象エリア 第四中学校区 

★重点 虐待等緊急時の一時避難となる居場所整備 

〇制度のはざまに陥る深刻なケースの状況の子どもたちの居場所整備 

✔ 社会貢献事業プロジェクトを立ち上げプロジェクトベースでスタート 

 

学習支援わんぴーす   

✔ 学力保障＆居場所機能 

✔ 中学生（四中生） 定員 15 名 

✔ 毎週２回（月・水）19 時～21 時 開催 

✓ 受講料：12,000 円/月 ※要支援家庭 6,000 円/月  

✓ 実施主体：タウンスペースＷＡＫＷＡＫ 

後援：高槻市・市教育委員会・市社会福祉協議会 

連携：幼・保・学校+青少年交流Ｃ 

 

 

地域の中にある SOS 

を見捨てない！ 

○高槻市・教育委員会・社会福祉協議会等との連携 

 

・必要に応じて市の福祉事務所・

社協・SSW・子育て支援センタ

ー・児童相談所との連携を図る。 

○大学との連携 

・マンパワーの発掘 

・教育福祉現場に出る前の現場経験 

・平安女学院大学 

・関西大学 

・大阪人間科学大学 ほか 

給食が唯一の栄養源 

 

 

 

 

家に居場所がない 

 

子育ての不安 

 
ひとり親家庭 

 

発達障がい 

 

 

多国籍 

 

 音楽や映画、絵本にふれる

体験の少なさ 

 

 

★重点 支援者・大学生の育成＆受け皿の醸成 

〇「子どもの貧困」や「社会的養護」などの学習会・研修を通じて支援者・

大学生の育成や地域全体での受け皿の醸成を行う。 

✔ 事業従事者、大学生ほか地域関係者（住民、学校、行政など） 

✓ 実施主体：タウンスペースＷＡＫＷＡＫ 連携：幼・保・学校・行政等 

 

富田わくわく食堂 

子ども食堂（共生食堂） 

 

〇地域に住む多世代、多くの人たちがご

ちゃごちゃに交わる交流拠点 

✓ 地域の交流促進機能 

✓ 誰でもＯｐｅｎ（老若男女） 

✓ 春・夏・冬休み開催（イベント的開催） 

✓ うすく広く 

✓ こども 100 円・おとな 300 円 

（主な財源：助成金収入＆ご寄付） 

✓ 実施主体：タウンスペースＷＡＫＷＡＫ 

後援：高槻市社会福祉協議会 

協賛依頼：市内ほか企業 

 多職種連携：地域関連施設・幼・保・ 

学校、行政、大学 

1 人のケース 

との出会い 

○企業との連携（CSR） 

・企業における CSR 

・社会貢献事業への助成金申請 

さまざまなスタートラインにいる子どもたち 

 

 

困窮家庭 

 

 

ひとり親家庭 

 

 


